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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明 

当第１四半期累計期間におけるわが国の経済は、企業収益の改善が進み、雇用や所得環境は緩や

かな回復基調にあるものの消費者の節約志向は根強く、また、米国の政策運営や欧州の政治情勢の

不安など、先行きは不透明な状況が続いております。 

当業界におきましては、水産資源の減少や地球規模による気候の変化で、回遊水域の変化により

漁獲量が減少し、それに伴い入荷数量が減少するなど、厳しい経営環境となりました。 

この結果、売上高は、卸売部門が取扱数量は減少したものの、販売単価の上昇による増収に加

え、飼料工場が養鰻業者の需要増で増収となるなど全体で10,007百万円（前年同四半期比2.0％

増）となりました。利益面については、利益率の悪化による売上総利益の減少と販売費の増加によ

り42百万円の四半期純利益（前年同四半期比14.2％減）となりました。 

セグメント別の業績は、次のとおりであります。 

なお、「食品加工場部門」は前事業年度で廃止しております。 

(卸売部門) 

鮮魚は、養殖マダイ、天然ヒラメ、貝柱が順調な入荷で販売数量を伸ばし、国内産の生鮮キハダ

の入荷増、加工用マグロの販売増により売上増となりましたが、スルメイカの不漁、天然ハマチ、

養殖アユ、養殖クルマエビの入荷減、アトランティックサーモンの販売数量の減少により減収とな

りました。 

冷凍魚は、冷エビが前年並の売上でしたが、冷貝柱の販売が大幅に増加し、冷イカが数量は前年

並でしたが、単価高の影響で伸長し増収となりました。 

加工食品は、納豆製品、ハンバーグ等が売上減となりましたが、イクラ製品の順調な継続販売、

鮭鱒類の加工業者への販売が伸長し、愛知県産のチリメン、福島、宮城県産の小女子が豊漁により

増収となりました。 

この結果、売上高は9,443百万円（前年同四半期比2.8％増）、営業利益75百万円（同0.7％増）

となりました。 

(飼料工場部門) 

養鰻用飼料は、国内、海外共に在池量の増加による影響と、自社製品の品質の高い評価により販

売数量が伸長し、増収となりました。 

この結果、売上高は385百万円（前年同四半期比20.3％増）、営業利益は25百万円（同45.8％

増）となりました。 

(冷蔵工場部門) 

コンビニ向け冷食が順調な入庫で取扱増となりましたが、同業他社の再保管の減少、市場内の保

管商品の減少により減収となりました。 

この結果、売上高は147百万円（前年同四半期比3.9％減）、営業利益は14百万円（同42.1％減）

となりました。 

(不動産賃貸部門) 

売上高は30百万円（前年同四半期比7.8％増）、営業利益は15百万円（同3.6％減）となりまし

た。 
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（２）財政状態に関する説明 

当第１四半期会計期間末における総資産は、15,253百万円となり、前事業年度末に比べ103百万

円（0.7％）増加しました。これは主に、受取手形及び売掛金の減少156百万円、原材料及び貯蔵品

の減少136百万円などがありましたが、現金及び預金の増加158百万円、投資有価証券の増加145百

万円、有価証券の増加100百万円などによるものであります。 

負債は、2,496百万円となり、前事業年度末に比べ10百万円（0.4％）増加しました。これは、退

職給付引当金の増加１百万円などによるものであります。 

純資産は、12,756百万円となり、前事業年度末に比べ92百万円（0.7％）増加しました。これは

主に、利益剰余金の減少28百万円などがありましたが、その他有価証券評価差額金の増加122百万

円によるものであります。 

 

（３）業績予想などの将来予測情報に関する説明 

当第１四半期累計期間は、業績予想の想定内で推移しており、平成29年５月12日発表の業績予想

は変更しておりません。 
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２．四半期財務諸表及び主な注記

（１）四半期貸借対照表

    （単位：千円） 

 
前事業年度 

(平成29年３月31日) 
当第１四半期会計期間 
(平成29年６月30日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 2,379,070 2,537,831 

受取手形及び売掛金 1,919,957 1,763,910 

有価証券 2,901,146 3,001,961 

商品及び製品 1,357,115 1,359,170 

仕掛品 34,196 31,925 

原材料及び貯蔵品 519,796 383,262 

その他 50,652 58,994 

貸倒引当金 △9,973 △11,284 

流動資産合計 9,151,962 9,125,772 

固定資産    

有形固定資産    

建物（純額） 870,198 854,145 

その他（純額） 731,036 728,801 

有形固定資産合計 1,601,235 1,582,947 

無形固定資産 12,090 14,906 

投資その他の資産    

投資有価証券 4,098,016 4,243,872 

その他 312,294 311,387 

貸倒引当金 △25,889 △25,739 

投資その他の資産合計 4,384,421 4,529,520 

固定資産合計 5,997,747 6,127,374 

資産合計 15,149,710 15,253,146 

負債の部    

流動負債    

買掛金 1,479,601 1,402,013 

受託販売未払金 116,900 91,966 

未払法人税等 27,993 27,305 

賞与引当金 53,100 16,860 

役員賞与引当金 5,840 － 

その他 187,347 298,485 

流動負債合計 1,870,783 1,836,631 

固定負債    

退職給付引当金 417,880 418,962 

その他 197,249 240,866 

固定負債合計 615,130 659,829 

負債合計 2,485,913 2,496,460 
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    （単位：千円） 

 
前事業年度 

(平成29年３月31日) 
当第１四半期会計期間 
(平成29年６月30日) 

純資産の部    

株主資本    

資本金 1,450,000 1,450,000 

資本剰余金 1,045,772 1,045,772 

利益剰余金 10,132,284 10,103,715 

自己株式 △592,474 △593,399 

株主資本合計 12,035,582 12,006,087 

評価・換算差額等    

その他有価証券評価差額金 628,213 750,598 

評価・換算差額等合計 628,213 750,598 

純資産合計 12,663,796 12,756,685 

負債純資産合計 15,149,710 15,253,146 
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（２）四半期損益計算書

（第１四半期累計期間）

    （単位：千円） 

 
前第１四半期累計期間 
(自 平成28年４月１日 

 至 平成28年６月30日) 

当第１四半期累計期間 
(自 平成29年４月１日 
 至 平成29年６月30日) 

売上高 9,810,805 10,007,357 

売上原価 9,341,831 9,548,409 

売上総利益 468,973 458,947 

販売費及び一般管理費 443,134 444,578 

営業利益 25,839 14,368 

営業外収益    

受取利息 3,424 3,942 

受取配当金 29,151 33,019 

その他 11,910 11,728 

営業外収益合計 44,486 48,689 

営業外費用    

雑損失 0 0 

営業外費用合計 0 0 

経常利益 70,325 63,058 

税引前四半期純利益 70,325 63,058 

法人税、住民税及び事業税 26,813 28,586 

法人税等調整額 △6,211 △8,215 

法人税等合計 20,601 20,371 

四半期純利益 49,723 42,686 
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（３）四半期財務諸表に関する注記事項 

（継続企業の前提に関する注記） 

 該当事項はありません。 

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記） 

 該当事項はありません。 
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】 

Ⅰ 前第１四半期累計期間（自 平成28年４月１日 至 平成28年６月30日） 

１ 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

              （単位：千円） 

  報告セグメント 

合計 
調整額 

（注）１ 

四半期 
損益計算書 
計上額 

（注）２ 
  卸売部門 

飼料工場 
部門 

食品加工場 
部門 

冷蔵工場 
部門 

不動産賃貸 
部門 

売上高                

外部顧客への 

売上高 
9,188,321 320,793 120,272 152,995 28,422 9,810,805 － 9,810,805 

セグメント間 

の内部売上高 

又は振替高 

34,324 － 6,588 26,947 － 67,860 △67,860 － 

計 9,222,645 320,793 126,860 179,943 28,422 9,878,665 △67,860 9,810,805 

セグメント利益 

又は損失（△） 
74,788 17,456 △6,095 24,544 16,571 127,265 △101,426 25,839 

（注）１ セグメント利益又は損失の調整額△101,426千円は、各報告セグメントに配分していない全社費用であり、

主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

２ セグメント利益又は損失は、四半期損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

２ 報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

該当事項はありません。 

 

Ⅱ 当第１四半期累計期間（自 平成29年４月１日 至 平成29年６月30日） 

１ 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

            （単位：千円） 

  報告セグメント 

合計 
調整額 
（注）１ 

四半期 
損益計算書 
計上額 
（注）２ 

  卸売部門 
飼料工場 
部門 

冷蔵工場 
部門 

不動産賃貸 
部門 

売上高              

外部顧客への 

売上高 
9,443,670 385,995 147,059 30,631 10,007,357 － 10,007,357 

セグメント間 

の内部売上高 

又は振替高 

4,362 － 28,695 － 33,058 △33,058 － 

計 9,448,033 385,995 175,755 30,631 10,040,415 △33,058 10,007,357 

セグメント利益 75,334 25,457 14,215 15,975 130,982 △116,613 14,368 

（注）１ セグメント利益の調整額△116,613千円は、各報告セグメントに配分していない全社費用であり、主に報告

セグメントに帰属しない一般管理費であります。

２ セグメント利益は、四半期損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

２ 報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

該当事項はありません。 

 

３ 報告セグメントの変更等に関する事項 

「食品加工場部門」につきましては、前事業年度末をもって事業を廃止したことに伴

い、当第１四半期会計期間より報告セグメントを記載しておりません。 
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